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あ と が き

マラヤ稲作シンポジウム特集号 (2,/Ll<3号)につづいて, ≠東南アジア研究〃2巻4号をお]〔射ナ

｢る｡≠東南アジア研究〃 もこれで創刊以来 2カ年を経たことになるO 本年度における発刊は5珊I

を数え,初年皮uL)お く,fLをとりもどしてようや く季刊の体制にもちこむことができたのであるが,

こJJ実績をもって寸:3と,来年度は通常の季刊号 4mの外に特集号 1mを加えた5冊を刊行するこ

とが可能 となるであろう｡東南アジア研 究セン/i-uj官制化とともに,丁 ぐれた学術雑誌としてま

すま千発展させていきたいものであJ3 0 現地調査を基礎とすら原稿が次第に増加してきたoj:jI,当

センタ-の趣旨からいっても望ましいところである｡凋査発足以来まだi]が浅 く[･分な弊理期間を

ち/''二ぬために, これらuj多 くが現在では予備報告 としてLjj形をとらざる得ないO本号においては,

飯島茂 ･本間武 ･渡部思惟 ･森山｣徐一郎 ･商勲の諸氏から寄稿をう汁,.これに石井米堆氏の連載第

4回めし)原稿と, J.バジリー教寝の特別寄稿とを加えた｡ 現地からは矢野暢氏の貴重な調査地便

り/封まじめとして,タイ ･カセツァ- 卜大学留学中の福井捷朗氏,エール大学留学中の酒井敏明氏

からの通信があった.図書紹介は,東南アジア研究者同志の情報交換のために非常に意義が大きい

ものであり, 本号にも諸氏から責重な原稿をよせていただいたが, この図書紹介の原稿が比較的集

まりにくいのが編集者の悩みであるO今後のさかんな投稿を待 ち望む次第であるO

また本号において,東南アジア研究センタ-官制化を目前にして,昨年12月狭心症ujため急逝 さ

,汚した棚瀬襲爾幹事を Lu)んだ｡つつ しんで哀悼の意を表す /?'O 博士o)旧友堀一郎氏および当センタ

ー本間武幹事に故博士の想い出を しろしていただいた.

本号における原稿依頼から校止にいたる編集業務は,坪内良博君 (又 ･大学院社会学専攻)烏坦

＼r'Tしてもらった.同君の協力.7二たいして心から謝意を表すr''｡投稿者山多 くが,海外隼活中であろ

L//)㍗,校正には当センタ-の事務し雷名氏の応援を頼んだ｡短期間における小人数による作業であ:?'

Ljjで,読みにくい個所が生 じた場合にはお許 し鶴いたい｡

頒後に,いつ ものことながら,本号の昆版においても,中西印刷にはいろいろと無理な註文をさ

せてもら一､た｡中西亮氏を中心とする同社の協力に対 して心から御礼申しあげる｡

編 集 委 LTi
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